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Abstract 
As a carburettor is excellent in its simple structure and economical， itis now used in the 
reciprocating gasoline engine. However， there are few studies of the characteristics in unst田 dy
conditions which are mainly the operating conditions of th巴 motor-bikeengine. It is， therefore， 
one of the urgent problems to make the dynamic characteristics in the carburettor， thoroughly 
clear for the purpose of solving the problem of the atmospheric contamination as well as im-
proving the e伍ciencyof engines. 
This paper is an attempt to make clear the fundermental problems of the dynamic charac-
teristics in the carburettor by using the di妊erentialequations， which are derived from applying 










































































燃 料 絞り弁 日 P ジェット
番 号 変位 (kg・s2/m4) (kg ・s/m3)。 4.9 X 103 
100 9 9.2X103 0.44x 103 
15 18.7x103 
。 3.9x 103 
120 9 8.2x 103 0.38x 103 
15 17.7x103 
。 3.2X 103 
150 9 7.6 X 103 0.33X103 
15 17.0x103 























①，②，③低圧装置，④ FuelTank，⑤ Venturi Meter，⑥浮子室 (Levelgaugeおよび微動
装置付)，⑦，③主燃料系統圧力測定用 manometer，@，⑬低速燃料系統圧力測定用 manometer.
⑪，⑫圧力測定用 manom批 r，⑬ ThrottleValve (微動装置付)，⑬ ChokeValv巴(微動装置付):







図-5 (尺度 1/2) 図-6 燃料供給系統
11. 燃料供給系統の予備的考察
いま図 6に示すような燃料供給系統を取扱う。なお，使用した記号は次のとおりである。
G:重量， r:比重量， p:密度， l:長さ，x，y:変位，P:圧力，A:断面積，H:水頭，
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G ようになる。これを時間 t=∞における燃料流量 (Goo)との比百ごで表示すると図-8となる。








州 γ1L， L ¥ I L ( An ¥ I ， ( An¥ I れMる。いま註主燃酬料系紺統の岨基準削状忠此とし口て，川可0τ寸l(日川匁ベ{五Z石可可;平z訂~)一-)刊+刊Zf\守五Z訂叶7ゴ~)J江=6叫.州
α0=2.4必5x1凶03吐k王g'S2/何mゾ4， so=0.22X 1凶03吐kg.巧叫s/m3九，LlHvo=O.2 mAqとし， 燃料の重量流出速度が
最大流出速度G∞(g/s)の95%に達するまでの所要時間 (t)を慣性質量(可)当たりの負圧 (LlPゅ
の規準状態との割合 (LlPv/r; )/(Ll Pvoho)について整理したのが図 9である。
図において，たとえば基準状態 (A)から燃料噴出系統の寸度を同じ(万二仇)にして損失係数
(α， s)のみを2倍にするとはPv/r;)/(LlPvo/r;o)ニ 2となるので，応答時間 (t)は点 (B)で与えられ，
点 (A)の応答時間 (to)との比 (to/t)は表-2に示すように1.44-1.41倍(約{2倍)になる。また
















~Hv= 0.2mAq 0.05 
o c 2 4 6 
(sP-内〆LlRv.(l{olt sec 0.02 





記 号 慣性質量 損失圧力
(守) (L1Pn) (mAq) (mAq) 
A 1Jo L1Pn2 1.00 1.00 
B 可。 2L1P胡 1.44 1.41 
C 1/2・布。 L1P叫 1.99 1.98 










0.5 Ll/LlO 1.0 
図-10 t/toとlnlno
。








る筈である。いま，供試気化器の寸度 (ln=41mm， An=4.91 mm2)を基準とし，んを短かくし
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図-15 加速槽 図-16加速槽長さ (lα)と応答性
1.0 
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図-17加速槽断面積 (Aα)と応答性 図 18 加速槽噴出孔面積 (Aam)と応答性
ると An/Aα=1.0程度でも十分に有効であり，一般に加速槽流出口を主燃料噴出口に近づけ(ん
を小さく)， その開口断面積(A仰)および加速槽断面積(Aα)が大きいほど効果的である。 しか












ドを行なうことによって応答時間 (t)は著るしく短縮し， エア・ブリードを供給しない場合 (to)





図 20 初期負圧 (L1Po)と燃料流出量 (G)
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L1Pv/L1Pv∞= (l-e-ct) (8 ) 
なる外力を与えた場合 (h=O)の燃料流出量(G)の挙動は計算によると図-23となる。図におい
て， jrddPh)♂ Cの値が増加につれて，燃料流量の応答性が悪くなり，階段状負圧を


































of 一一oー ニ一品 t ??????????????
図-26 作動負圧の圧力勾配と燃料流量の初期応答
20 C.AιQ C 
図-25 作動負庄の圧力勾配と燃料流量の応答性
ることから作動負庄の圧力勾配がとくに初期応答や，応答時間(t)に主として影響を与えてい
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日1 0.2 0.3 
t日 C sHmAs 
図 29 燃料噴出開始時間 (tj)とL1P，B図-28 変動負圧の位相と瞬時燃料流変位(ん)
基準となる負庄変化 (L1P)および浮子室油面高さの変化の影響について数値計算した結果につ
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よく一致する(ム印)，また吸込み空気流量 (Gα 口 8.28





















僚として 0.95G∞に達するまでの時間に注目すると規準状態との比 to/tの値は.vL1P， 1/習にほ
ぼ比例する。
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